












































































































理学科の澤先生や岡田先生と一緒にこの本を読みました。あと，中央の『Doing  Bayesian 
Data Analysis』はベイズ統計学の本ですので，ベイズ統計学自体の理解にもつながるかと思い
ます。ちなみに，研究室内では『Bayesian Cognitive Modeling』を「赤い人本」，『Doing 
Bayesian Data Analysis』を「犬本」と呼んで勉強しています。なお，統計ソフトに何を使うか
ということですが，ベイズ統計用のいろいろなソフトがあります。JAGSとか，WinBUGSなどが
比較的古くからあります。一方で最近，開発の速度が速く，いろいろと柔軟性が高いソフトとして， 
Stanというソフトも出てきています。Rで使うこともできますし，最近はインストールが簡単になっ
たこともあり，このStanが使用されるようになってきているように思います。私の研究室でも，
Stanを用いています。
なお，本シンポジウム当日には，研究室の大学院生の坂本次郎と杣取恵太の行っている階層ベ
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イズを用いた研究について紹介しましたが，これらの発表には未発表データが含まれているため，
本記録からは省略しています。具体的には，坂本次郎が行っている「階層ベイズによるモデル
ベース解析を用いた遅延する痛みの予測と抑うつとの関連に関する研究」と，杣取恵太が行って
いる「階層ベイズによる認知モデリングをメタ認知課題に適用した研究」になります。両者の発
表とも，理論を基にして，直接は測定できない概念についてモデリングを行って検討した研究に
なります。
最後に，今後の課題についてお話しします。こういう階層ベイズを使うことで，以下のことが
可能になっていきます。まず，個人ごとのパラメーターがより安定して推定できるようになります。
次に，慣れてくると自由なモデリングが可能になります。ここで重要なのは，我々は階層ベイズ
を用いたモデルベース解析や認知モデリングによって，「もっと心理学ができる！」ということに
なります。普段，我々心理学者は，行動指標を統計的な検定をかけて，有意な差が出たら「よし！」
みたいな感じの研究をしていたりするわけです。しかし，我々心理学者が本当に見たいものとい
うのはその裏側のものです。つまり，行動的なデータの背後にあるであろう我々の心について探
求をしたいわけなので，それについてのモデルを作って，行動データを手掛かりにして推定して
議論するということができることは，「心理学をする」ということになるかと思います。
少し臨床的な観点から考えると，臨床心理学実践などの場合において，ある程度事前知識が
ある状況というのがあります。そういった事前知識を投入した上で，何か解析をしてみたりとか
意思決定をするというのが今後は必要になってくるかと思います。こういったことに対しても階
層ベイズという方法をうまく使って，目の前にある雑多な臨床データからできるだけ有益な知見
を引っ張り出すということができるととても有用に思います。今後は，私が研究で収集している
臨床データについても，階層ベイズを用いた解析を行っていきたいなと考えています。
それでは，発表は以上になります。ありがとうございました。
